
 

 

 

秋はお月見の季節ですね。秋は空気も澄んでいて、月もきれいに見えます。 

今年 2019年の十五夜は 9月 13日（金）、満月は 9月 14日（土）です。 

天文と暦には、深いかかわりがあります。旧暦では、月の満ち欠けの一巡をひと月の単位に定めていました。 

いにしえの人々は、月の影で日々の移り変わりを計り、空の色や雲の様子を眺め、 

風の変化を感じながら、自然と寄り添う暮らしを送ってきたのです。 

今回の企画展示テーマは「月と暦」。私たちに最も身近な天体である月と、 

天文学としての暦の本、また、今年は 5月 1日に改元が施行され、 

和暦に対する関心が高まったことから、 

一般的な暦に関する本も集めて展示しました。 


